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若年女性 に おける脚部の む くみ が皮膚弾力性 に与える影響

高野倉　睦子

神戸女子大学

Influence　that　swemng 　ofleg 　in　young 　women 　gives　to　skin 　elasticity

Mutsuko　TAKANOKURA

Kobe 　Women ’
s　University

Abstract：7］he　 actual 　situation 　of 　swel ］iiユg　and 　the 　can   Uation　method 　was 血 vestigated 　as 　a　preliminary　survey

lbr　the　young 　women ．　 As 　a　result
，
89％ of 　the 　person　for　the　investigation　experienced 　swellilg

，
　and 　the　many 　felt

swelling 　i1　the　leg．　Therefore　1　eXperiment 　With　clothes　tO　the　subjects　of 血 e　healthy　young　women 　of 　the　same

expe 血 1ent　clothes　j皿 aoonstant 　room 　to　cla血y　the　influence　tha 七the　leg，　especia皿y 　sweUhlg 　ofthe 　lower　legs　gave
to　the　sk血 elastidty 血 齟 s 聡 port，　and 　the4 　it　measurect 　and 　it　made 　comparative 　study 　of　the　skm 　elasticity 　of

subjecVs 　lower　legs．［IXvo　methods 　of　the　massage 　method 　and 　the　leg　raised 　method 　With　a　high　execution 　rate 　were

ex   uted 　as 　a 　swe 血 ng 　canceUation 　method ，　and 　in　addition ，　the　skin 　elastiCity 　after 　the　cancellation 　methods 　had
been　executed 　was 　measured ，　and 　added 　tO　the　exam 　j皿 ation ．　As　a　result ，　it　decreased　by　swe1 五ng ，　the　s   elasticity

mse 　in　calf 　and 　ankle 　of 　the　subjecbS 　by　the 　cancelation 　method 　ex   ution 　at　the　hypQthermia　period，　and 　the

swel 血g　was 　canceled ．　 As　fc）r　the　change ，　ankles 　were 　more 　remarkable 　than　calf．

　　Key　WOrdS ： y〔nng 　women ，　 IOWer　legS，　 SWelling ，　 Skn 　eLaStiCity，（洫t  e〔er

要 旨：予備調査 として 若年女性を対象に，む くみや解消法に つ い て実態調査を行 っ た結果 ，
89％がむくみ を

経験 し，部位で は脚部にお い てむ くみを感 じて い た。そ こ で本報で は脚部，特に 下腿部の む くみが皮膚弾

力性 に 与え る影響に っ い て 明 らか にするために，環境条件が
一

定 の 室内に お い て，同
一
実験服 を着衣 し

，

健康な若年女 陸 9 名 を被験者と して，下腿部の 皮膚弾力性 を計測 し
， 比較検討し た 。 さらに む くみ解消法

として 実施率の 高い マ ッ サ
ー

ジ法，足挙げ法の 2 方法を実施 し， 解消法実施後の 皮膚弾力性を計測し，検

討に加えた。そ の 結果，低体温期で はむ くむ こ とに より，腮 璽，足首の 皮膚弾力性 が低下 し，解消法実施

に よっ て 回復 した。そ の 変化 は脹脛 より足首 の 方が顕著で あ っ た。

キーワード ：若年 女 腔，下腿 部，む くみ，皮膚弾力性，キ ュ
ー
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　　　　　　　　 1 ．は じめ に

　 予 備調 査 と し て 若年女性 を対象 に，む く み や解 消 法

に つ い て 実 態調 査 を行 っ た 結果，89％が む くみ を経験

し，部 位 で は 脚 部 特 に 下 腿 部 に お い て む くみ を 感 じ て

い た ．そ こ で 本 報で は 下 腿 部 の む くみ が 皮膚弾力性 に

与 え る影響 に つ い て 明 らか に す る た め に，環 境条件 が

一
定 の 室 内 に お い て ，同

一
実験服 を着衣 し，21 〜22 歳

の 健 康 な若 年 女 性 9 名 を 被 験 者 と し て ，下 腿 部 4 箇所

の 皮膚弾力性 を計 測 し，比 較 検 討 した 。 さ ら に む くみ

解消 法 と して 実 施 率の 高い マ ッ サ
ージ法，足 挙げ法 の

2 方法 を 実施 し，解消 法 実 施 後 の 皮膚弾力性を計測 し，

検討 に 加 え た。

　　　　　　　　　 2 ．方 法

1 ）予備調査

　2009 年 6 月，19〜22 歳 の 若年女性 103 名 を 対 象 に，

質問紙 を 用 い ，集合法 と配票留置法 に よ り，む くみ と

そ の 解消 法 に 関す る 実 態調査 を行 っ た。質問項 目は む

くみ の 経験 の 有無，部位，季節，時間帯，場面，解消

法，解消法実施経験 の 有無の 7項 目 と した。

2 ） 基 礎 体 温

　皮膚弾 力 性 の 実 験 に 先 立 ち，む くみ に は 女性 の 月 経

周期 が 関連す る と言 わ れ て お り，被験 者 の 月 経周 期 を

明 らか に す る た め に ，基 礎体温 を 同
一
時 間 に 1 ヶ 月 間

測 定 し，被 験 者 の 低 体 温 期，高体 温 期を確定 し た 。

3 ）皮膚弾力性

　 正 常月経周期をもち，経 口 避妊薬 な らび に ホ ル モ ン
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Tab．1　Physical　characteristi じs　of 　subjects ， （n −9）

Age　　Height　 Weight

（y）　 （cm ） （kg）

Bust　　Ankle

girヒh　　　girth

（cm）　　　（cm）

BMI

（kg／
  ）

meanS

．D．

21．4　　159 ．147 ．481 ．1　　　32．7　　　 18、7

0．53　　4．194　　　　3．653　　　3．188　　1．485　　1．172
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剤を使用 し て い な い 21〜22歳 の 健 康 な 若 年 女性 9名 を

被験者 と し て 選 び，2009 年 10月 〜ll 月 に，環境 温 度

23．1±O．6℃ ，湿 度 48 ，3士2．6％RH ，気流 は 0．5m ！s 以 下 の

室 内で 実験 を 行 っ た。被験者 の 属性を Tab．1に
’li・均値，

標 準偏差 で示 した。

　被験者 は 実験室 に 入 室 後，実 験服 と して ブ ラ ジ ャ
ー

（綿 100％），長袖の ス ボーツ ウ ェ ア （ア ク リル 53 ％ ，

ポ リエ ス テ ル 47％），シ ョ
ーツ （綿 100％）， 膝上丈の

レ ギ ン ス （綿 80％，ナ イ ロ ン 15％，ポ リ ウ レ タン 5％），

足 背 を 露 出 した ソ ッ ク ス （綿 100％） を 着衣 し，む く

み が 発 生 しない よ うにベ ッ ト上 で 足を前 に 出 した 状態

で 10 分間安静 に した 後，実 験 を 開始 した。

　 まず体 温 ，皮 膚温 ，皮 膚 弾 力 性 を 測 定 （Base） し，

むくみ 状態 と して は 1 時 間椅座 位 で 安 静 に し た 後，体

温，皮膚温，皮 膚 弾 力性 を測 定 した。む くみ 解消法 は

実 施 が 多 い マ ッ サ
ー

ジ 法 の うち，均
一

の マ ッ サ ージ が

可 能 な よ うに Air　 Leggy を使 用 し て 20分間の 施 術 （解

消法 1）と脚部 の 挙 上 5 分間 （解消法 2） の 2 方 法 を

実施 し た 後，体 温 ，皮膚温 ，皮膚 の 伸展 性 ・弾力性 の

測定 を 行 い ，比 較 検 討 した。Air　Leggy は 間 欠的空気

圧 迫 ポ ン プ を 用 い た マ ッ サ ージ器 で，大腿 ，脹 脛，足

首，足 部 を
・
定時間 加圧 ，減圧 を繰 り返す もの で あ る。

　測 定 は 皮膚 弾 力 測定器 （Cutometer　SEM575 　Courage

＆ Khazawa 　electronic　GmbH ，
Gcrmany ），ア ス マ ン 式 乾湿

計 （MODEL 　SK −RHG ，佐藤計量 器製作所製），サ
ー

ミ

ス タ
ー

温 度計 （Thermo 　Recorder　RTL　12，エ ス ペ ッ ク 社

製）を使用 し，皮 膚の 伸展 性 ・弾力性 は 膝蓋骨中点，

脹脛，足 首 前面 ，足 背 の 4 ヶ 所，体温 は 舌下温，皮膚

温 は 前額，脹 脛 ，足 首の 3 ヶ 所 を測 定 した。実 験 は 午

後 に 実 施 し，被験者 は 食後 2 時 間 を経 過 させ 、同
一

被

験者で は 低体温 期 と 高体温 期 の 2 回 測 定 し た ．

　　　　　　　　　　 3 ．結果

1） 予備 調 査

　む くみ に 関す る 実 態 調査 の 結 果 ，む くみ を 89％ が 経

験 して お り，む くみ を感 じる部位 は脹 脛 13 〔｝％，顔全

体 ： 19°f。 ，足 ： 18％，まぶ た ：13 ％な どで ，63％が
…

年 中む くみ を感 じ，時問は 夕 方 ： 38％ ，夜 ：28％ で あ

り，どの よ うな場面で む くみ を感 じる か で は 長 時間 立

つ ：36％，ヒ ール 高の 高 い 靴 を 履 く ； 14％，1 時間以

L の 歩行 ： 13 ％，解消法 と し て は，マ ッ サ ージ （エ

競 Condition

睡

競 蹴
Fj9．1　Changes　inthe　skin 　elasticity 　according 　to　the

swelling 　cancellation 　method ．

Cancellation　1 ； massage 　by　air 　leggy

Cancellation　2 ： raise 　subject
’

s　leg

ス テ を含）：39％ ，半 身 浴 と足 を 高 く して 寝 る ：14％，

そ して そ の 他 の 何 らか の 方法 を 実施 ：47％ で あっ た。

2）皮膚 の 伸展性 ・弾力性

　被験者 9 名の 低体温 期，高体温 期別 ，部位別 に む く

み，解消法実施後 で の 皮膚 の 伸展性 お よ び 弾力性 の 平

均値，標準偏差 を算出 した。

　そ の 結 果 ，以 下 の こ とが 明 らか と なっ た。

  皮膚弾 力性 は 同
一

部位 に お い て い ず れ の 状態で も

高体温 期 の 方 が 低体 温 期 よ り高い 傾向に あ っ た。

  低体温 期 の 脹脛 と足首 に お ける皮膚弾力性 を，状

態別 に 被験者 の 平均値 で Fig，1 に 示 し た。解 消 法 1 で

は む くむ こ とに よ り，脹脛，足 首 と も 弾力 性 は低 下 し，

解消 法 の 実施 に よ っ て 上 昇 し，む くみ は 回 復 した と考

え られ る。そ の 変 化 は 足 首 の 方が 顕 著 で あ っ た 。ま た

解消 法 2 の 足 首 で も 同様 の 傾向が 見 受 け られ た が ，回

復 は 僅か で あ っ た、、

　 し た が っ て む くみ の 解消法 と し て は ，脚部 の 挙 上 よ

りマ ッ サ ージ の 方 が 有 効 な 方輩で あ る と推 測 で き る。

た だ し，本報 で は 挙 上 時 間 が 5分 と非常 に 短い こ と が

起 因 して い る と も考 え られ る こ とか ら，今後は 解消法

の 実 施時間 につ い て も検討す る 予 定 で あ る。
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